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（出所）UNEP Inquiry (2016) Inquiry into the design of a sustainable financial system: Definitions 
and concepts – Background note. Inquiry Working Paper 16/13 UNEP, Nairobi, Kenyaを基に森田が作成
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気候変動、生物多様性問題解決に向けた
サステナブルファイナンス

気候変動問題、生物多様性問題の解決
（国連気候変動枠組条約、生物多様性条約他）

環境ファイナンスを含むサステナブルファイナンス
3

途上国に対する国際協力

金融システムと経済のグリーン化：
気候・自然関連リスクへの対応など



気候変動と生物多様性の関係

（出所） Scientific outcome of the IPBES-IPCC co-sponsored workshop on biodiversity and climate change, 2021
を森田が和訳
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生物多様性と間接要因

（出所）環境省訳.2020. IPBES生物多様性と生態系サービスに関する地球規模評価報告書 政策決定者向け要約 5



世界の気候ファイナンスと、2050年までの推定される
年間平均気候変動投資ニーズ（USD billion)

気候資金フローと資金ニーズ

（出所）Buchner, B. et al. (2023) Global Landscape of Climate Finance 2023. Climate Policy Initiativeを基に森田が和訳。
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NbSのファイナンスギャップ

（出所）UNEP. 2023. State of Finance for Nature 2023を基に森田が和訳 7

NbSへの現在の資金フロー、ネイチャーネガティブファイナンス、投資ニーズ

追加的NbS資金フロー（公的・民間）

現在のNbS資金フロー（公的・民間）

現在のネイチャーネガティブフロー（公的）

現在のネイチャーネガティブフロー（民間）



投資ニーズに含まれているNbS

（出所）UNEP. 2023. State of Finance for Nature 2023を基に一部森田が和訳
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（出所）UNEP. 2023. State of Finance for Nature 2023を基に一部森田が和訳
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NbSへの公的・民間資金フロー

公的資金フロー, 165 民間資金
フロー、35

生物多様性やランドスケープ保護, 75.9
持続可能な農業、
林業、漁業, 41.5

環境政策とその他, 
13.5

水資源と
排水管理, 
16.2

汚染対策, 
15.4



（出所）UNEP. 2023. State of Finance for Nature 2023を基に森田が一部和訳 10

ネイチャーネガティブ民間ファイナンス

産業, 1400 公益事業, 589 エネルギー, 517 不動産, 505

基本素材, 
558

技術, 186

ヘルスケア, 
196

消費者シク
リカル, 501

消費者非シク
リカル, 402



（出所）NGFS and INSPIRE, 2021. Occasional Paper: Biodiversity and financial stability:
building the case for action. Study Group interim report Figure1.1を基に森田が作成 11
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（出所）IPCC AR6 SYR Figure SPM

サステナブルファイナンスの役割

金融システムと経済のグリーン化：
気候・自然関連リスクへの対応など

途上国に対する国際協力
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サステナブルファイナンス
• サステナブル金融商品
• 情報開示関連イニシアティブ
• タクソノミー
• 公的資金ほか

グリーン
プロジェ
クトの増
加、発行
体の行動
変容ほか

•環境改善、
持続可能
な社会の
実現

•社会シス
テム変革

波及効果
（他のア
クターへ
の影響）

貢献

サステナブルファイナンスが効果をもたらすまでの
一連の流れに関する研究

（出所）森田、清水、松本他で作成



因果経路・ガバナンス分析

• 文献やインタビューデータを用いた、サステナブルファイナンスの資金動員・資金供給から環境目標達成や社会システム
変革に影響を与えるまでの因果経路やそれに関わるガバナンスに関する分析

• サブテーマ２や３の成果と統合してガバナンスの課題やあり方を分析

サブテーマ１:統括、サステナブルファイナンスに関わるマルチレベルガバナンスの研
究(森林総合研究所、埼玉大学)

サブテーマ２:サステナブル金融商品を通じた資金
動員・供給やインパクトに関する定性的研究

(地球環境戦略研究機関)

サブテーマ３:サステナブル金融商品を通じた資金
動員・供給やインパクトに関する定量的研究

(東洋大学、関西大学)

質的分析

• 機関投資家や企業へのインタビュー等を基にしたサステナ
ブル金融商品に関する投資家の関心や投資行動の実
態、発行体による行動の変容などの定性的分析

定量分析

• データベースやアンケート調査のデータなどを用いた、サ
ステナブル金融商品の資金動員や供給の傾向やイン
パクトに関する経済・統計的分析

サステナブルファイナンスの拡大とインパクトに関する研究：
気候変動と生物多様性に焦点をあてて

研究目標：

•サステナブル金融商品

•情報開示関連イニシアチブ
•タクソノミー
•公的資金ほか

サステナブルファイナンス

グリーン
プロジェ
クトの増
加、発行
体の行動
変容

•環境改善、
持続可能
な社会の
実現

•社会シス
テム変革

波及効果
（他のア
クターへ
の影響）

貢献

↑研究対象

サブテーマ１:統括、サステナブルファイナンスに関わるマルチレベルガバナンスの研究
(慶應義塾大学、埼玉大学)

• 気候変動と生物多様性問題の解決に貢献するサステナブルファイナンスの資金動員拡大と資金
供給の要件、それらを実現する上でのガバナンスの課題やあり方を示す。

• サステナブルファイナンスの超学際的な研究分野の確立を目指す。
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サステナブルファイナンスに関する研究プロジェクト開始
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